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SIDS in HPV programme & CCAP 

SIAM 29, 20/10/2009 

初期評価プロファイル（SIAP） 

 

4-(1-メチルエテニル)フェノール 

 

物質名：4-(1-Methylethenyl)phenol 

CA No.：4286-23-1 

 

SIARの結論の要旨 

 

物理-化学的特性 

4-(1-メチルエテニル）フェノールは、水溶解度1.39 g/L（20 ℃）の白色から淡黄色の結晶である。融点と

沸点は、それぞれ83.1－85 ℃と276.0－277.0 ℃である。オクタノール水分配係数（Log Kow）の測定値は2.90

である。MPBPWINによる蒸気圧の推定値は0.0911Pa（25 ℃）である。水中解離定数（pKa）の測定値は

9.54である。推定LogKocは3.12である。 

 

ヒトの健康 

トキシコキネティクスに関する実験データはない。しかし、物理化学的性状と4-(1-メチルエテニル）フェ

ノールの動物での反復投与経管経口試験は、この物質のADMEプロファイルの決定を強く裏づけた。これら

のデータに基づき、4-(1-メチルエテニル）フェノールは胃腸管から吸収され、哺乳動物の体内に十分に分布

するものと考えられる。この物質は抱合経路で代謝され、尿と糞便を通して排泄されるかもしれない。 

 

4-(1-メチルエテニル）フェノールの一件のラットによる急性毒性試験[OECD TG 401]で、経口LD50値は、

両性で585.8 mg/kg bwであると考えられた。4-(1-メチルエテニル）フェノールの急性吸入または経皮試験は

入手できなかった。 

 

刺激性、感作性に関する実験データはなかった。 

 

28日間反復投与毒性試験[OECD TG 407]で、雌雄ラットは4-(1-メチルエテニル）フェノールを0、30、100、

300または400 mg/kg bw/日で胃管強制経口によって28日間投与された。体重増加抑制と摂餌量の減少が、300 

mg/kg bw/日以上の雌で投与7日以降で明らかだった。血液学的、臨床化学的ならびに臓器重量の変化が300 

mg/kg bw/日以上で両性に観察された。組織病理学的検査は雌の100 mg/kg bw/日以上で前胃の扁平上皮過形

成を明らかにした。雌雄の100 mg/kg bw/日以上で胃の限定的な隆線の扁平上皮過形成も観察された。反復投

与毒性試験のNOAELは30 mg/kg bw/日と考えられた。 

 

生殖/発生毒性スクリーニング試験[OECD TG 421]で、Crj：CD（SD）IGSラット（13匹/性/用量）は4-(1-

メチルエテニル）フェノールを胃管強制により0（媒体：0.5CMC Na溶液）、4、15または60 mg/kg bw/日の

用量で投与された。用量レベルは5日間予備試験によって決定された。雄は交配14日前から総計47日投与され、

雌は交配14日前から交配期と妊娠期を通し、授乳3日まで投与された。60 mg/kg bw/日群で、びまん性扁平上
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皮過形成を伴う前胃粘膜の肥厚が見出された。胸腺重量の減少と脾臓で髄外造血の増加が、雌のLOAELの60 

mg/kg bw/日で観察された。これらの結果に基づき、反復投与毒性のNOAELは15 mg/kg bw/日と考えられた。 

 

復帰突然変異試験[OECD TG 471]と培養されたチャイニーズハムスター肺（CHL/IU）細胞における染色

体異常試験[OECD TG 473]が実施された。4-(1-メチルエテニル）フェノールは、細菌におけるin vitro試験

で遺伝子突然変異を誘発しなかったが、哺乳動物でのin vitro試験で染色体異常を誘発した。一つのラットで

のin vivo経口（胃管強制）小核試験[OECD TG 474]は、LD50に近く、骨髄に対して細胞毒性用量を示す600 

mg/kg bw/日用量まで陰性であった。これらの結果に基づき、証拠の重みは、4-(1-メチルエテニル）フェノ

ールがin vivoで遺伝子毒性ではないことを示唆している。 

 

発がん性についての実験データはなかった。 

 

生殖/発生毒性スクリーニング試験[OECD TG 421]において、ラットは4-(1-メチルエテニル）フェノールを

胃管強制により0、4、15または60 mg/kg bw/日で、雄で交配前14日から47日間、雌で交配前14日から交配期

と妊娠期を通し、授乳3日まで投与された。生殖ならびに発生の指標への有害影響はいずれの群にもなかった。

よって、ラットの生殖と発生毒性のNOAELは試験された最高用量の60 mg/kg bw/日であると考えられた。 

 

4-(1-メチルエテニル）フェノールはヒトの健康に有害性（反復投与毒性）を示唆する特性を有する。OECD 

HPV 化学物質プログラムのために、ヒト健康有害性を特徴付けるのに適切なスクリーニングレベルのデータ

が入手可能である。 

 

環境 

pKa 9.54は、ほとんどの4-(1-メチルエテニル）フェノールが環境条件下の水中で中性の型で存在すること

を示唆する。OECD ガイドライン 111によると、4-(1-メチルエテニル）フェノールはpHの低い水中では安

定ではない。水中での半減期は、pH4（25 ℃）で1.7日、pH7（25 ℃）で15.6日、pH9（25 ℃）で157日で

ある。 

 

4-(1-メチルエテニル）フェノールは、OECD ガイドライン301Cによると好気的条件下、4週間の培養後に

易生分解性ではなかった。コイ（Japanese carp）による4-(1-メチルエテニル）フェノールの生物濃縮係数

（BCF）の測定値は、OECDガイドライン305に従って、試験濃度50.0µg/Lで14、ならびに試験濃度5.0㎍/L

で19であった。これらの結果は、4-(1-メチルエテニル）フェノールの生物蓄積性について制限的可能性を示

した。AOPWin（version1.91）を用いて、1.546時間の推定半減期が4-(1-メチルエテニル）フェノールの大

気中ヒドロキシラジカルとの反応による間接的光-酸化について得られた。 

 

EPISuiteによるフガシティーレベルⅢ予測は、大気、土壌、水に等量が継続的に放出されると、大気と底

質コンパートメントには無視できる量と共に、主に水コンパートメント（25.7 %）、ならびに土壌コンパート

メント（73.8 %）に4-(1-メチルエテニル）フェノールが分配されることを示す。4.51×10-7 atm.m3/mole

（0.0457 Pa.m3/mole）（25 ℃）のヘンリー則定数は4-(1-メチルエテニル）フェノールの水相からの蒸発は低

いことが予期される。 
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以下の急性毒性試験結果が水生生物種について決定されている。 

魚 [Oryzias latipes]     96 時間 LC50 = 9.2 mg/L (測定値)  

無脊椎動物 [Daphnia magna]   48 時間 EC50 = 4.1 mg/L (測定値)  

藻類[Pseudokirchneriella subcapitata]  72 時間 ErC50 = 5.4 mg/L(測定値; 生長速度)  

      72 時間 EbC50 = 5.0 mg/L (測定値; バイオマス)  

 

以下の慢性毒性試験結果が水生生物種について決定されている。 

藻類[Pseudokirchneriella subcapitata] 72 時間 NOEC = 1.3 mg/L (測定値; 生長速度)  

     72 時間 NOEC = 1.3 mg/L (測定値; バイオマス) 

 

4-(1-メチルエテニル）フェノールは、環境有害性（魚、無脊椎動物、および藻類について、1と100 mg/L

の間の急性水生毒性値であり、易生分解性ではない）を示す特性を有する。しかし、この物質は低い生物蓄

積性である。OECD HPV化学物質プログラムのために、環境有害性を特徴付けるのに適切なスクリーニング

レベルのデータが入手可能である。 

 

ばく露 

以前は高生産量化学物質だったが、担当国における、4-(1-メチルエテニル）フェノールの年間製造量は100

トン未満である。4-(1-メチルエテニル）フェノールの世界の生産量は入手できない。担当国において、4-(1-

メチルエテニル）フェノールは他の化学物質の製造工程の残留分から製造される。4-(1-メチルエテニル） 

フェノールは、担当国内の幾つかの産業工程で使われる光感受性樹脂の原材料として使われる。他の用途パ

ターンに関する情報は入手できない。 

 

4-(1-メチルエテニル）フェノールは製造工程中に環境に放出されるかもしれないが、プラント中の全ての

排出ガスは気体洗浄装置処理後に大気に放出される。担当国では、全製造工程は閉鎖系で行われている。荷

造り工程で、4-(1-メチルエテニル）フェノールの粉塵が放散されるかもしれない。しかし、荷造り作業場所

は排ガス処理装置が装備されている。よって、環境への著しい放出は予想されない。 

 

粉塵吸入、および皮膚接触によるこの化学物質への職業ばく露は可能性がある。蒸気の吸入は、蒸気圧が

低いので、室温では無視し得るだろう。 

 

 

［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 


